
　本学では以下のとおり、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成及び実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

を定めている。また、これらの方針のもと、主体的に学び、研究を深める意欲のある入学者を受け入れるために、次のとおり

全学および各学部学科において入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を設定している。

全学共通部分（参考：学則第１条…「深く専門の学芸を教授研究」「カトリック精神及び日本文化の優れた伝統を体し、教養高き女性を育成」）

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、全
人的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立した
女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づい
て他者と自分を尊ぶ全人
的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立した
女性として健康に生きて
いく態度を身につけてい
る。

共通教育科目では、キリスト教精
神に基づき、豊かな人間性と良
識、さらには他者への奉仕の精神
を育てるためのベースとなる「カ
トリック教育」に関する科目を１・
２年次に配置し、必修および選択
必修を合わせて６単位以上とす
る。さらに、自立した女性として
生きていく態度を身につけるため
の「女性」および「健康」に関す
る選択科目を配置する。

〔期待する能力〕
本学の建学の理念であるキ
リスト教精神に触れ、理解し
ようとする。他者や社会に
奉仕する中で自己の人格を
高めようとする。

〔選考方法〕
自己記入書(志望理由書、自
己アピール)、調査書、面接

人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養を身に
つけ、新たな理解を行い、
自己涵養に努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養を身に
つけるとともに、それらを
基にさらに新しい事柄を
理解する力を身につけて
いる。

共通教育科目では、幅広い知識と
教養を身につけるため「人間と文
化」「生活と社会」「人間と自然」
の３領域からなる教養科目を配置
し、各領域２単位以上を選択必修
とする。（さらなる専門的知識とそ
の理解力を養うため、各学部学科
の専門領域の概論等に関する科
目を配置する。）

〔期待する能力〕
高等学校における学習内容
を基礎として、各専門分野
に資する知識と理解の土台
がある。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、自己
アピール)、調査書、レポート、
学力試験、口頭試問、資格検定

グローバル化の時代に対
応し、外国語および日本語
で、国籍や言語の異なる
人々とも円滑にコミュニ
ケーションを行うスキルや
外国語を読み書きできる
力を身につけた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

国籍や言語の異なる人々
と共に生きていくために
必要な、日本語および外
国語でのコミュニケーショ
ンスキルと読み書き能力
をひととおり身につけてい
る。

共通教育科目では、言語コミュニ
ケーションスキルと読み書き能力
を育成するため、母語である日本
語、英語および他の言語について
の科目を継続的に学べるように段
階的に配置する。そのうち日本語
については、日常の文書作成に必
要な読み書きの基礎から研究論
文執筆をにらんだアカデミックラ
イティングの探求科目まで配置す
る。英語や他の外国語については、
１～２年次に週２回授業を行い定
着を図る。（さらに、専門性に応じ
た言語力を育成するため、各学部
学科の専門教育科目を配置する。）

〔期待する能力〕
高等学校卒業程度の国語
力をもち、英語などの外国
語で読み、書き、聞く、話
す意欲がある。
〔選考方法〕
自己記入書(志望理由書、自
己アピール)、レポート、学
力試験、面接、口頭試問、
資格検定、英作文　

現代社会のさまざまな課
題に対して、知識や現象を
分析し、適切な情報処理を
行って、批判的、論理的に
思考し、問題解決を行う力
を身につけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課
題に対して、分析、情報処
理を行い、批判的、論理
的な思考によって解決しよ
うとする力を身につけてい
る。

共通教育科目では、思考の礎とな
る教養を教養科目から身につける
とともに、情報処理については、
その考え方の基礎から応用、発展
までの科目を配置する。（現代社
会のさまざまな課題を解決するた
めの思考力・問題解決力を育成す
るため、各学部各学科の専門教育
科目を配置する。）

〔期待する能力〕
課題について粘り強く考え
ようとし、広い視野をもっ
て、自らの考えを柔軟に評
価・修正できる

〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、レポート、
学力試験、面接、口頭試問

他者に心を開き、社会で不
利な立場におかれた人々
を含む、さまざまな人々と
共生・協働する力を身につ
け、すべての人が幸せに生
きていくことに貢献する力
を身につけた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

さまざまな他者と共生・協
働するために必要な力を
身につけている。

共通教育科目では、社会の中でさ
まざまな他者と共生・協働するた
めに必要な力として、キャリア形
成に関する科目、他者との関係づ
くりに必要な「ホスピタリティ」を
学ぶ科目、および実際の協働へと
結びつける「ボランティア」に関
する科目等を配置している。
（さらに必要な知識や理論を学べ
るように、各学部共通科目や各学
科の専門教育科目に多くの科目
を配置する。）

〔期待する能力〕
人と協力してともに問題解
決をしようとする意欲をも
ち、集団での活動経験（部
活動、課外活動、ボランティ
アなど）を活かし、様々な
学習に能動的に参加できる。

〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、自
己アピール）、調査書、面接

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信する女性。また、専
門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に
取り組み、学修成果をまと
め、創造的に発信する女性

　

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信することができる。
（専門知識を基盤に、自ら
立てたテーマに基づき研
究に取り組み、学修成果を
まとめ、創造的に発信する
ことができる。）

（実践的に他者や社会に対して、自
らの学習成果を創造的に発信す
ることができる科目として、各学
部学科の専門教育科目卒業研究
等の科目を配置する。）

〔期待する能力〕
自らが学習したことを他者
に明確に説明しようとし、さ
らに学習を通じて新たなア
イディアやものを創り出そ
うとする。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、レポート、
学力試験、面接、口頭試問

３−⑹　京都ノートルダム女子大学　３つの方針

─ 12 ─



国際言語文化学部　英語英文学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づく共感
能力と幅広い教養に支えら
れた女性としての自立心を
備え、国際社会に貢献し、そ
の発展に寄与できる力を身
につけている。

キリスト教精神に基づいた
女性としての自立心を備え
ると共に、国際社会に対応で
きる力を養うための基盤科
目として、専門基礎科目から
は「英語キャリア戦略」を、
専門基幹科目からは「英語
英文学基礎演習」を１年次に
配置する。また、キリスト教
精神に基づくホスピタリティ
を養うための専門関連科目
を１、２年次に渡り配置する。

〔期待する能力〕
英語という言語に関心があ
り、同時に英語圏の文化、歴
史、社会、コミュニケーショ
ンに幅広く関心を持ってい
る。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

英語圏の文学、文化、言語
学、コミュニケーション学、
英語教育学についての幅広
い知識や、異文化理解能力
を身につけており、それらを
基に思考力、批判能力を涵
養する素地を兼ね備えてい
る。

英語圏の文化及び言語・コ
ミュニケーションについての
多様な側面をバランス良く
学び、文化、社会、言語に
ついての幅広い知識と教養
を身につけるため、専門基幹
科目から英語圏文学、言語、
コミュニケーション各領域概
論科目を１、２年次中心に配
置する。また、３年次履修科
目である英語英文学演習（ゼ
ミ）に向けての予備知識を十
分に身につけるため、専門講
読、研究方法論を２年次に配
置し、各専門領域における研
究のあり方を学ぶ。加えて、
英語教育関連科目を１～４
年次に渡り配置する。

〔期待する能力〕
英語圏の文化や文学に関心
があり、高校卒業程度の教科
書記載内容の知識を持って
いる。

〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、学
力試験、レポート

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

様々な国籍と文化背景の
人々と、英語を介してインタ
ラクション（相互作用）でき
る言語能力を身につけてい
る。グローバル化社会で共生
するための、異文化理解に基
づいた社会的言語運用能力
を身につけている。

グローバル化社会に対応す
る形での、英語を媒介言語と
したコミュニケーション力を
養うため、英語圏文学、言
語、コミュニケーション各領
域における専門展開科目の
中からグローバルリベラル
アーツコース関連の科目及
び、コミュニケーション領域
における専門展開科目を２、
３年次中心に配置する。

〔期待する能力〕
高校卒業程度の英語力を持
ち、読む、書く、話す、聞
く、の英語における4分野の
向上に努めることができる。

〔選考方法〕
面接、調査書、学力試験、
資格検定、英作文

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会、特に国際社会に
おいて直面する多種多様な
情報問題、課題に対して、多
角的かつ複眼的な思考に基
づき、適切な情報選択、批
判的分析、論理的かつ効果
的な意思決定を行う力を身
につけている。

現代社会における課題に論
理的思考力をもって柔軟に
対応できる力を身に付ける
ため、英語圏文学、言語、
コミュニケーション各領域に
おける専門展開科目を２、３
年次中心に配置する。

〔期待する能力〕
英語という言語・英語圏の文
化・社会に関するさまざまな
課題について関心があり、そ
れらを解決・探究するための
情報収集力を一定レベル習
得している。

〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、学力試験、レポート

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

価値観が交錯する国際社会
で他文化の人々と協働する
にあたり、ステレオタイプや
偏見、自己文化中心主義と
いった自己傾向を理解し、こ
れを克服して、多文化コミュ
ニティ（共同体）形成に貢献
できる力を身につけている。

世界の国々における各文化、
社会の多様な側面を深く学
ぶとともに、自ら設定した
テーマに基づき調査、研究す
る力を身につけるため、各領
域の専門性を高めることを
目的とした英語英文学演習
（ゼミ）、海外留学事前指導を
中心科目として２、３年次に
配置する。加えて、エアライ
ンプログラムを中心とする
キャリア教育科目を１～４年
次に渡り配置する。

〔期待する能力〕
母語のみならず英語で他者
とコミュニケーションをとり、
協力・協働するよう努めるこ
とができる。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

　

統
合
的
な
学
習
経
験
と　

　
　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

英語圏を中心とする国際社
会における文化、社会、言
語、コミュニケーションにつ
いて、その背景にある仕組み
や問題を洞察することがで
き、これを分析・解決するた
めの専門知識と方法論を身
につけている。また、分析・
解決策を社会やコミュニティ
に対して貢献できる形で発
信する力を身につけている。

国際社会における文化、社
会、言語、コミュニケーショ
ンの諸問題に対し、自ら設定
した問いとそれに対する回
答・提案を正しく発信できる
力を養う。英語英文学演習で
身につけた知識を正しく用
い、問題を分析・解決する力
を身に付けるための最重要
科目として、卒業研究を４年
次に配置する。

〔期待する能力〕
英語という言語、英語圏の文
化、歴史、社会、コミュニ
ケーション、教育に関して自
分の意見を持ち、何らかの媒
体を用いて、社会に発信する
ことに関心がある。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書
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国際言語文化学部　国際日本文化学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を備え、自立した女性として
社会に貢献できる資質を身
につけている。

キリスト教精神や女性の生
き方についての学びや現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ
ことに加え、キリスト教と哲
学・音楽などを関連させた専
門科目を配置する。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本の文
化・言語について学ぶ意欲が
あり、他者とのコミュニケー
ションや社会との関わりの中
で、自己の人格を高めること
に興味・関心があり、努力し
ようとしている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性 知

識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

「日本語日本文化」「国際文
化」の２領域にわたる基礎知
識、国際的な広い視野と教
養をもち、深く考察できる技
能を身につけている。

専門科目として「日本語日本
文化」「国際文化」の２領域
から多彩な教養の学びとし
て知識・理解に関する科目を
配置する。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本、お
よびその文化や言語につい
て関心を持ち、高等学校卒
業程度の教科書記載内容の
知識を持っている。

〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、資
格検定、学力試験、レポー
ト、面接

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題に人文学
的観点から対応するための
日本語および外国語でのコ
ミュニケーションスキルと読
み書き能力を身につけてい
る。

共通教育科目で学ぶ、世界
の様々な言語の学修に加
え、専門科目に書き言葉・話
し言葉の両面を使いこなす
国語力および社会人として
求められるプレゼンテーショ
ン能力を身につけられる関
係科目を配置する。

〔期待する能力〕
高等学校卒業程度の国語力
を持ち、書き言葉、話し言葉
の両面でコミュニケーション
力に磨きをかけることに関心
を持っている。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、資
格検定、学力試験、レポー
ト、面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人文学分野の情報
を収集・分析する技能と論理
的な思考力を身につけてい
る。

グループワークやフィールド
ワークを取り入れ、情報活用
能力・論理的思考力を伴った
問題解決力を身につけるた
めの科目を配置する。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本の文
化・言語に関するさまざまな
課題について関心があり、そ
れらを解決・探求するための
文献調査や情報検索の方法
について、ある程度習得して
いる。

〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、資
格検定、学力試験、レポー
ト、面接

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．共
生･

協
働
す
る
力

書き言葉・話し言葉の両面を
使いこなす国語力および社
会人として求められるプレゼ
ンテーション能力を土台に、
さまざまな他者と共生・協働
する力を身につけている。

多様な社会の中で人々と共
生・協働するために必要な力
をつけるため、専門科目とし
て「日本語コミュニケーショ
ンⅠⅡⅢ」をはじめ、各領域の
専門性を高めることを目的と
したグループワークを重視す
る科目を配置する。

〔期待する能力〕
他者との基本的なコミュニ
ケーション力があり、他者と
共生・協働して、社会への貢
献を行うことに関心がある。

〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、レ
ポート、面接

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

　

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

学習経験と専門知識を基盤
に、自ら立てたテーマに基づ
き研究に取り組み新たな価
値を創造する能力、諸問題に
対して適切に判断・対処する
力を身につけている。

1年次の「基礎演習」、２年
次の「発展演習」、３年次の
「専門演習」、そして４年次の
「卒業研究」において自らの
学習の成果をまとめ、創造的
に発信する力を育成する。

〔期待する能力〕
世界や日本の文化・言語に関
連して、ユニークな発想によ
る企画や研究・制作を行い、
社会に発信することに関心
がある。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、資
格検定、レポート、面接
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現代人間学部　生活環境学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を養い、人の生活を生活環
境の側面からとらえ、よりよ
い暮らしの創造や地域社会
の実現に貢献できる態度を
身につけている。

共通教育科目におけるキリス
ト教精神や女性の生き方に
ついての学びに加えて、1、
2年次では大学で必要な学
びの基礎と、衣食住、家族・
生活経営、福祉に関する基礎
的な学びが実践的に修得で
きるように基盤科目として
「生活環境基礎演習Ⅰ～Ⅳ」を
配置する。さらに、3年次に
は「生活環境特論」を配置
し、それぞれの専門性を高め
るとともに、自己の描くキャ
リアを具体化させる知識と
態度を養成する。

〔期待する能力〕
社会に貢献できるよう自分
を高めたいと考え、自分の生
活や人生を主体的に築いて
いく意欲をもっている人。

〔選考方法〕
面接、自己記入書(志望理由
書、自己アピール)、調査書、
レポート

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性 知

識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

生活科学、社会福祉学およ
び関連領域に関する基礎知
識、および衣食住、家族・生
活経営、福祉に関する幅広い
知識を身につけ、人の生活を
生活環境の側面からとらえ、
暮らしにかかわる多様な課
題を理解できる力を身につ
けている。

人間の暮らしに関する知識
や理解を深めるために、1年
次では、「生活環境概論」を
始め、衣食住、家族・生活経
営、福祉領域について総体
的に学ぶ専門基礎科目を配
置し、2年次以降は、段階的
に専門的知識が修得できる
よう展開科目、関連科目の専
門科目群を配置する。

〔期待する能力〕
入学後の就学に必要な基礎
学力としての知識や理解力
を有するとともに、家族や個
人の暮らしに必要な衣食住、
家族・生活経営、福祉につい
て、自ら積極的に学び知識を
身につけたいと考えている
人。

〔選考方法〕
学力試験、レポ―ト、調査書

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を一人ひ
とりの暮らしの視点から解決
へと導くために、…人の生活
を生活環境の側面からとら
え、相手の立場を考えなが
ら、場に応じたコミュニケー
ションができる力を身につけ
ている。

共通教育科目で多言語に関
する能力を養うとともに、専
門科目においてはグループ
ディスカッションを重ね、他者
とのコミュニケーションを図
りながら社会問題に対して
協働で探究する科目を配置
する。

〔期待する能力〕
学んだ知識や技術を用い、
言語を介して積極的に他者
と関わるということに関心が
ある人。

〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人の生活を生活環
境の側面からとらえ、生活の
あり方や生活における課題
の本質を探り、より良い方向
を見出す力を身につけ、衣食
住、家族・生活経営、福祉に
関する専門的な知識と技術
を自他の生活課題を解決す
るために活用できる。

専門基礎科目で身につけた
基礎的知識を基盤に、現代
社会の多様な課題を見極
め、解決するための方策を考
える力と実行可能な技術や
技能を身につけるために展
開科目、関連科目の中に実
践的な科目を配置する。

〔期待する能力〕
身近な生活環境に関心を持
ち、生活をより良くするため
に、身につけた知識や技能を
役立てる力を養いたいと考
えている人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．共
生･

協
働
す
る
力

人の生活を生活環境の側面
からとらえ、一人ひとりの人
間をかけがえのない存在と
して尊び、他者に共感でき、
多様な課題を抱える人に寄
り添う態度を身につけ、他者
と恊働しながら関わる支援
者としての技術を身につけ
ている。

さまざまな実践経験に基づ
く学びを踏まえ、地域や現場
で暮らす多様な人々に共感
し、ともに活動する力を養う
ことを目的として、多彩な実
践的科目を配置する。

〔期待する能力〕
周りと協力しながら、相手の
立場に立って物事を考えよう
と努力し、行動したいと考え
ている人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）調査
書、レポート

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

人の生活を生活環境の側面
からとらえ、地域における生
活課題を解決するための情
報収集ができ、必要に応じて
新たな価値の創造に取り組
み、その成果を適切に発信す
る力を身につけている。

衣食住、家族・生活経営、福
祉の各領域に関わる専門的
かつ実践的な学修経験を経
て、その学びを新たな提案や
作品制作の形でまとめ、学習
成果として発信する力を育
てるため、学外実習や卒業研
究等の科目を配置する。

〔期待する能力〕
より良い生活の創造に関わ
り、自分の考えを発信したい
と考えている人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート
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現代人間学部　心理学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神・女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を養い、社会の安寧と人々の
幸福の実現に貢献できる態
度を身につけている。

共通教育科目におけるキリス
ト教精神や女性の生き方に
ついての学びに加えて、現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ、
学科横断プロジェクト型科目
を1年次に配置する。

〔期待する能力〕
豊かな人間性、および、自己
成長への意欲と他者の理解
や奉仕の精神を備えている
人。

〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

心理学およびその関連領域
についての基礎知識、および
それを基にさらに新しい事
柄を理解する力を身につけ
ている。

専門展開科目として、「基礎
心理」「生涯発達心理」「社
会・産業心理」「臨床心理・
精神医学」の4領域の知識・
理解に関する科目を配置す
る。さらに「社会・ビジネス」、
「精神保健福祉」の知識・理
解に関する科目を専門関連
科目として配置する。

〔期待する能力〕
心理学およびその関連領域
について知識や技能を習得
し、科学的分析と深い人間理
解に基づいて、現代社会の
要請に応じた実践的問題解
決能力や産業界で活躍でき
る力を身につけたい人。
〔選考方法〕
調査書、学力試験、レポート

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を心理学
的視野から解決へと導くた
めに、日本語および外国語で
のコミュニケーションスキル
と読み書き能力を身につけ
ている。

共通教育科目で学ぶ、世界
の様々な言語の学修に加
え、専門基礎科目に、心理
学専門の英語と日本語の理
解・活用に関係する科目を配
置する。

〔期待する能力〕
さまざまな文化背景をもつ
人々や社会に対して、純粋な
関心と偏見なく理解する姿
勢を持ち、母語や外国語によ
るコミュニケーションを通じ
た心の理解への意欲を持っ
ている人。
〔選考方法〕
調査書、資格検定、学力試
験、レポート、面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人間の心と行動に
関する情報を収集・分析する
科学的技能と論理的思考力
を身につけている。

専門基礎科目に、心理学研
究法、心理統計、心理実験、
心理テストなど心理学的な
思考・解決力を身につけるた
めの科目を配置する。

〔期待する能力〕
人間の思考や行動、人間関
係や社会構造に興味を持
ち、心理学への学習意欲や
問題探求心に優れ、様々な
問題や事象について論理的
に考え、解決策を追求するこ
とに熱意がある人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、学力
試験、レポート、調査書

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

一人ひとりの人間をかけが
えのない存在として尊び、病
児・者、障がい児・者を含む
さまざまな人々とコミュニ
ケーションを図り、理解を深
め、協働することができる実
践力を身につけている。

社会で不利な立場におかれ
た人々を含むさまざまな
人々の心理を理解し、心理カ
ウンセリングや社会・ビジネ
ス心理の観点から、人々との
共生・協働のありかたについ
て学ぶ科目を、専門展開科
目および専門関連科目に配
置している。

〔期待する能力〕
人の個別性を理解・尊重し、
ともに成長しともに生活する
姿勢を備え、現代社会に生き
る人々が抱える心理的諸問
題の解決と支援に貢献した
いと考える人。

〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、面接、調査
書

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　
　

総
合
的
思
考

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

専門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に取
り組み、得られた分析結果か
ら新たな価値を創造する力、
および心の諸問題に対して
適切に判断し対処する力を
身につけている。

心理カウンセリングや社会・
ビジネスに関する演習や実
習を行い、実践的に自らの学
修成果を社会活動に位置づ
ける科目や、心理学の学修
成果をまとめ、創造的に発信
する力を育てる、心理学演
習、卒業研究等の科目を配
置する。

〔期待する能力〕
心理学の学びを通して、現代
社会における諸問題につい
て、新たな発想での気づきや
提案をしていく意欲のある
人。

〔選考方法〕
面接、調査書、学力試験、
レポート
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現代人間学部　こども教育学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいた
豊かな人間性と奉仕の精神
を養うとともに、教育者とし
て、職業的役割を自覚し、こ
どもの教育に貢献できる態
度を身につけている。

キリスト教精神や女性の生
き方についての学びや現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ
ことに加え、学科専門科目と
して「教職論」、「保育者論」
を設置する

〔期待する能力〕
教育や保育に携わる人間と
して、関連する知識や技能を
習得するのみならず、良好な
人間関係を築き、また、築か
せることのできる人。

〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．知
識
・
理
解
力

教育や保育、およびその関
連領域についての基礎知
識、およびそれを基にさらに
新しい教育や保育に関する
事柄を理解する力を身につ
けている。

専門基礎科目として、「こど
も教育基礎演習」、「教育原
理」、「保育原理」、「特別支
援教育基礎論（初等）」等の
教育・保育に関する基礎的科
目を配置する。

〔期待する能力〕
多くの学問や人間と関わり、
積極的に他者を理解しようと
する人。
〔選考方法〕
学力試験、調査書、レポート

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

教育や保育領域のグローバ
ル化、また、日本語を母国語
としないこどもや家庭に対し
て、日本語および外国語での
コミュニケーションスキルと
読み書き能力を身につけて
いる。

共通教育科目で学ぶ、多様
な言語の学修に加え、外国語
（英語）、国際理解教育など
を配置する。

〔期待する能力〕
一人ひとりの言語力の相違
に気付き、一人ひとりの個性
に応じた対応をしようとする
人。

〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート、資格検定、学
力試験

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

教育や保育に関するさまざ
まな課題に対して、情報を収
集・分析する科学的技能と論
理的思考力を身につけてい
る。

各教科の指導法、また、保
育内容等の科目を設置し、教
育や保育における問題場面
において、知識・理解をもと
に、問題解決する力を育て
る。

〔期待する能力〕
自分の考えだけでなく、人の
考えを聞き、また深く考え、
問題があっても解決しようと
する力のある人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、レポー
ト、調査書、学力試験

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

教育や保育場面で関わる全
ての人たちと、よりよいこど
もの成長を支えるために、共
生・協働する力を身につけて
いる。

教育、保育の対象であるこど
もの中には、さまざまな特性
を持ったこどもがいる。また、
さまざまな価値観を抱く保
護者などもいる。さらには、
教育、保育の現場では連携・
協力なども求められることか
ら、それらの人々との共生・
協働のありかたについて学
ぶ科目を配置する。

〔期待する能力〕
学習活動に参加し、共生し協
働しながら困難に立ち向かう
ことで何かを成し遂げようと
する人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

教育や保育に関する自らの
疑問や課題に基づき研究に
取り組み、客観的な分析を通
して、教育や保育の諸問題に
ついて、適切に判断する力を
身につけている。

保育実習や教育実習、その
後の、教職実践演習、保育・
教職実践演習、さらには、卒
業研究等で、自らの学習につ
いて成果をまとめ、創造的に
発信する力を育てる。

〔期待する能力〕
様々な想像をし、意見を交換
することで、更に想像力を発
揮できる人。

〔選考方法〕
面接、レポート、自己記入書

（志望理由書、自己アピー
ル）、調査書
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社会情報課程

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を養い、情報を文化・生活環
境・心理・教育の側面からと
らえ、よりよい暮らしの創造
や地域社会の実現に貢献で
きる態度を身につけている。

共通教育科目におけるキリス
ト教精神や女性の生き方に
ついての学びに加えて、1、
2年次では大学で必要な学
びの基礎と、情報の活用に関
する基礎的な学びを実践的
に修得する基盤となる科目と
して「社会情報基礎演習」
「社会情報発展演習」を配置
する。さらに、3年次には「社
会情報演習」を配置し、それ
ぞれの専門性を高めるとと
もに、自己の描くキャリアを
具体化させる知識と態度を
養成する。

〔期待する能力〕
社会に貢献できるよう自分
を高めたいと考え、情報を活
用し自分の生活や人生を主
体的に築いていく意欲を
もっている人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書(志望理由
書、自己アピール)、調査書、
レポート

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

社会情報・情報科学・データ
サイエンス・AI（人工知能）
および4学科の関連領域に
関する幅広い知識を身につ
け、暮らしや社会の貢献に関
わる多様な課題を理解でき
る力を身につけている。

1年次では、基礎的な情報の
知識を深めるため「社会情報
概論」「情報の科学と倫理」
を始め、社会情報・データサ
イエンスについて総体的に
学ぶ社会情報基礎科目を中
心に配置し、2年次以降は、
段階的に専門的知識が修得
できるよう社会情報展開科
目等の科目群を配置する。

〔期待する能力〕
入学後の就学に必要な基礎
学力としての知識や理解力
を有するとともに、情報や数
理を、自ら積極的に学び知識
を身につけたいと考えてい
る人。
〔選考方法〕
学力試験、レポ―ト、調査書

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を社会情
報的視野から解決へと導く
ために、日本語および外国語
でのコミュニケーションスキ
ルと読み書き能力を身につ
けている。

共通教育科目で多言語に関
する能力を養うとともに、専
門科目においてはグループ
ディスカッションを重ね、他者
とのコミュニケーションを図
りながら社会問題に対して
協働で探究する科目を配置
する。

〔期待する能力〕
基礎的な国語力・英語力を有
し、学んだ知識や技術を用
い、言語を介して積極的に他
者と関わるということに関心
がある人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人の生活を社会情
報やデータサイエンスの側
面からとらえ、生活のあり方
や生活における情報の扱い
方の本質を探り、より良い方
向を見出す力を身につけ、4
学科に関する専門的な知識
と技術を根拠として用い自
他の課題を解決するために
活用できる。

社会情報基礎科目で身につ
けた基礎的知識を基盤に、現
代社会の多様な課題を見極
め、解決するための方策を考
える力と実行可能な技術や
技能を身につけるために4
学科の展開科目、関連科目
を広く履修できるようにし、
「社会情報フィールド研修」
「社会情報インターンシッ
プ」などより社会に密接した
実践的な科目を配置する。

〔期待する能力〕
社会の情勢に関心を持ち、
生活をより良くするために、
身につけた知識や技能を活
用し社会に貢献したいと考
えている人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

社会の現状を社会情報や
データサイエンスの側面か
らとらえ、一人ひとりの人間
をかけがえのない存在とし
て尊び、対話を中心に、他者
に共感でき、多様な課題を抱
える人に寄り添う態度を身に
つけ、他者と恊働しながら関
わる支援者としての技術を
身につけている。

「社会情報基礎演習」「社会
情報発展演習」において基
礎的な共生・協働の力を養
い、4学科のさまざまな実践
経験に基づく学びを踏まえ、
4学科の学生とも活動する
力を養うことを目的として
「社会情報演習」「社会情報
フィールド研修」などの実践
的科目を配置する。

〔期待する能力〕
対話やコミュニケーションを
軸に周りと協力しながら、相
手の立場に立って物事を考
えようと努力し、行動したい
と考えている人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）調査
書、レポート

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

　

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

社会の現状を社会情報や
データサイエンスの側面か
らとらえ、総合的な学修経験
を活かし、課題を解決するた
めに必要に応じて新たな価
値の創造に取り組み、その成
果を適切に発信する力を身
につけている。

社会情報・データサイエンス
および4学科の専門的かつ
実践的な学修経験を経て、
その学びを新たな提案や作
品制作の形でまとめ、学修成
果として発信する力を育て
るため、学外におけるイン
ターンシップや卒業研究の
科目を配置し、創造・発信の
力を養う。

〔期待する能力〕
より良い情報社会の創造に
関わり、自分の考えを発信し
たいと考えている人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート
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